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田コ地全潰ノ北大 Zメl、 ! 

久ロ砂部家被東 IE
日亦潰ハ屋害部十 都
向少等地－ ＿，，、及四 府
山ナニ震千死 丹年

ノジアト六者後五緒 及
崩トリ共十ニノ月 ーd丘，、、
壊セテ＝戸百北二

熊スノ、火焼六西十 庫
野城裂災失十部ニ ヨ 1目安

郡崎｛時起家四ニ日 口 .i1Y1' 
湊 郡ヨリ屋名於午 斥民＝色
村港リ震ー負テ前

葛 村水メ千傷地十 災
野田タ及ニ七 者震 一 地
耕結f砂焼百四フ時

地堂噴失十百コ十 調
ノ山出シ五九ト分 商査
陥ノシタ戸十殊突

設裂 j長 P ニーエ如 工報
〆憐崖激ジ名激ト 技文
如同崩震アニシシ 師 I 
キ村壊地 豊 及クテ

J、瀬ジニ岡三城本 1j、
地戸テ於町倒崎邦

獲コ崖アノ潰熊西

・ノン上 J、約家野部

著 ガニ路竿 屋 二ニ jメz～ 
ジ谷裂上数六郡地

キノ健二及百中震

モ 崩生裂城四十 j巴 ！ 
ノ壊シ鉢：崎十八ヲ

ナ竹タ生温 三 箇但 勉 （ 

リ野 yレシ泉戸町馬

ト村ト耕場竿村ノ



北 近 方 J、 米 庄 ミ／ 北 テ タ 鎌 ス、
東 ヲ 向 主ム 乃 念 オヒ イ旦 測 リ ーー 三ロ方必

ヲ ヲ 武 至 一 部 ノ ti: 『・ 嘗 麗 地
リ J、 採 i同 四 る〆 ＿，・、 地 ジ 時 ス 方、
南 北 リ 以百 プ 略 J、 能 既 小 J、

々 々 贋 ヰヒ 米 高 東 山 第 J、 一 官有
西 東 キ 卒 ノ サ 西 岳

一
サ 復 命 史

ーー 平 地 山 五 重 リ 奮 ヲ 以

延 轄 f出 少 岳 走 墨
二与金主三

ジ 工 5立ζ． 来
ヒ ミJ ヲ ナ I巴 米 Jレ ノ モ 事－ ケ 地
な JI! !l'E ク 伏 ヲ 海 域 ノ 準

-L・ 震
地

F、

Fレ ！隔 :fi ~j ジ 越 岸 一 ア 捗 月 ノ

9:£ 念 ジ 犀1-I-t 来クユ 線 ジ リ ジ 中 言巴
＂〆、

形青写 玄 ノ、 日T二更 ヲ プ 昔、 プ 旬 fま
ノ 廃 武 念 岳内 日‘ JI! 一 一 ヲ ナ

江 ク i同 耕 最 激 プ ノ、 E周 部 リ カ

i聾 城 附 ヲ モ 震 海 悉 査 J、 同 リ

1111奇 近 ナ 同ロ ±-Ii! 一 ク ノ 震下 ミ／

シ ヲ ス ク タ 接 南 結 災 句 ト

1 ァ 経 プ 国 五 Jレ ジ ヲ 果 嘗 一 ~ 

I IP£ プ 卒 rll 百 国 其 リ ヲ 時亙 t:l 

！七 津 地 )II 
_._ 
山 間 ヰヒ 報 ノ リ 一／、

1i 百 居
ノ、 ノ、 一「 )II 告 イ弟 三ロf弔 三〆

｜ 米長サ

山 ｛我豊六 流管流 ヌ、 ヲ 地 プ

i＇炉，＝み 一 岡 米 域 入 L〆 失 メー’、

を！と ド付 ヲ 附 流 ヒ 出 次

一 朝 「、 近 算 近 号H室~ 域 裂 張 ノ

千 t士＇＂ リ 一 ジ 一 ム 一 ‘障 ジ f也"' 、

八 ス プ 於 困 於 僅 ノ 其震
｜百 津 ヰヒ ア 山 プ 品作 女日 調 J、

I＇ 米 居 流 J、 JI! ノ、 モ 卒 キ 査賓
ア 山 三／ 北 ノ 品 一 地 モ

i智 来 々 1昔 サ 般 ヲ 控 従其
プ ノ、 日 西 ｝’手~·『 -- 形 減 事新一
東 北 附 ノ 百 断成 ジ ジ 言巳



間 ノ 海 之 之 ノ レー後 Jレ 入 i監 ノレ 西

: 与嘗M十< 
J、 7f3 岸 ーー 一 隆 9 I可 島 泉 ，、、 ノ

西 *:J( 線 卒 類 起 瀬 口 浦 ノ ノ ク 雨
ヲ J、 1'T fi:J. セ 戸 附 津 京日 奮 圏 厚"' 

気西 現 持正 ミ／ ノ 三〆 渡 近 等 ク 言巳 山 ノ、

比ヨ ＿，、 甑 プ 主也 ＝＝ ヨ J、 ノ Jl 一 ]II 急
ノヲ 三／ ス 河 苛5 徐 字 ツ ヨ i可 奈｝
砂東 原． 1ノ 内 ヲ ヲ 芳，邑～乳ー・ 々 ノ 園 レ／ 口 ヲ

演南 都 ノ、 ノ 呈 子Iす よヒ 存 山 J、 間4 ナ
ノ、東 王Eと 東 セ セ 隆 在 Jll H可 ；丘 ス
間ニ 庫 西 地 ノレ ノレ！ 、 至 起 ス i告 ノ J、 gp 

吐i 間 百苦 同； ノ、 "E: Jレ さ／ Jレ 岸 東 i描 チ
Jll 久 牒 ア 久 ノ 路 市 J、 ノ 音E L〆 津
河 円 界 亙 リ 美 ア ｛芽 水 フじ f世 ノ、 谷 居
LJ 竹 llfl・ 7. 簡 9 次 海 名 フじ ノ 山

野 近 ；句 疑 第 7j( 海 地海
津 問 j世 E仕 灰 一 ノ i脅 貌 ノ

居 ノ、 立 弓三 ジ 角 退 来 島 ナ 一 東
山 東 石 7 プ 皆、 去日 日 杉h リ ミ／ 西

海
ーIt 問 ヲ i轡 岩 ジ 附 z島 シ プ l'I~ 

ト 東 ノ、 克 ノ、 上 プ 話 湯 桃 岸
ノ ヨ 海 4七 上 可否’ 』鳥 ヱZ 島 ノ、

境 リ 犀'"" 精 東 l詰 述 プ 禦 ヒ ノ 地、
界 西 事長 査 南 サ ノ 浸 々 饗サ湖 (J4 

W•J J、 .A 西 部 λ 浦 々サ7J'( ノ
生 西 東 Jレ － ー 米 落 セ l寸~ むH -'. 、 雨
シ 一 西 長 ノ ノ、 さ／ 津 ノ ：甚縁

久 走 ーー キ ク 海 海 ::r ノ 支 タ ヲ

美 リ 走 J、 一 蝕 犀, ..... 女日 流 深 構

演 何 リ 各 ノ 痕 ヲ ヲ ク J、 ミ／ 成
？宵i Lノ 瀬 所 地 ヲ 遠 想、 海 其 ス

北 モ 戸 楠＝ 獲 1J J、 一 百三 :z:;; Jレ
ノ 断 問 直 ヲ ジ Jレ ミ／ 由 Jl:J( ヒ モ

トレ 暦 久 $。~ミJ ナ 土 よも 縁 フじ 城 ノ

i 丘 底 日 月先 シ 主也 至 夏、 ア ノ 崎 ナ



フ 及呈 リ 白 岩角 占 第 ナ 本

サ 吉良 ジ 色 石 ア よ‘ 一 地 東 i一
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ーー 一 二五反 ;;;<. f事 歩二 ノ、 ノ、 構、
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各結外岩 中 ア 通 錯f 頁 ノレ 一 ヒ ｜

所 セ ノ ノ、 一 砂五物モ岩 ノ、 －与33'主:: 
プ

ーー フ 稜第 J、 粒粧師二凝 却ん fr 経

採ノレ 角 十直 一 内 度！j'Jk -- 連＝
地一 一

石 本 ア 紀物 プ 外峠角 来巳 さ／

-t 疋ιE王, Jlン 層化堅 ナ 今盤 層 長

フ J、 流 中 石 ク Pレ 津岩 供 質 サ

ノレ 柔 紋其 ヲ )J参 司王 来砂 'fli 
本軟岩 分保結大 日 -!t玉I 屠

:(";- ナ 質布 減 寸Z ナ 岳等
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、ーノ、

ノレ ジ ノレ ヨ 沖

一 ヲ 支 域其 ノレ 野 リ 指
，、 以 仕l 最 産 頁 二飯 成 ）層

石 プ -JE王I モ 地 岩十 谷 リ 化

英 事！日 質 ！長 J、 ノ、 粗！等 火 岡
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ノ 易 多色物 一 イヒ 乙〆 l玲 事E ヲ

一法 ナ 量灰師 薄 崩 礁 ケ 面
；議 Jレ 白 民 ク :15- J、 ノレ 吉f..l三' 

ス f二2、 色峠 挟 石 図 地 安 l"l 
ノレ 色有 叉 淵 在英 ク j或 LU 
＝＝ 彩 シ J、戸 シ i軍或 ノ -{l、， ． 
ト ノ 長期j 高 黒 面 J、 7に 、＜r.,

多 粗石 黒屋 色岩宇部 武、
ク 悪 石 色等或 安 d，、 分 Z’5-
ftx ナ 英 ヲ ナ J、 山 干支 ヲ 等
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｜岩散 来 d，、 :!i、 日五 呈 リ 日！ 湯 中 ミノ 石

・tt 日 鰍武 ーー ジ 叉 久 J局 長 流 英

シ フ、 f h 撹￥：・ 韓 堅 ゴ主 日 F付 石 石 !IX *'l:I 
ブ ノレ ノ 三ム － ー ク ~t 間 近 英 及 f帯 罰

漆 モ 南 武 J、 コぇ ！躍方 海 及 石 造 -ft' 玉

I 黒色
ノ LIJ 疋Uヨ4「 鼓 Jレ 結 1屯￥_I_( 於 長 英 ヲ ノ、

腹 一 種 Ii: セ J、 一 プ 石 ノ Iコ
主:T;‘ 

I t致 シ シ ア zιs・ ノレ 球 於 ノ、 斑 ス

｜ 密 ブ 露 プ リ ノ ず、F 果mプ 之 斑 n'1'1 ノレ シ
ノ撒 出 ：主 一 女日

日 [!)'] ノ ヲ ノ、 プJ モ プ一・ 日目

石 権 ス 色 見 キ ア 多 流 砕 ノ 1J ノ 陪！

基 ξヘ ノレ 且民 山 是 リ 主Sヨ主－ 理 厚f 少 ナ 流 1Jr 
中 武 ノ、 J、 附 ナ プ 面 物 』sヨ主. 紋 ) lj 

ki" 話i 矧近 回 合 J、 流岩 目、、』，〆
I：班 .~l'!. 色 立、 本Ii 有 東 互 散 f：え 西

品 j層 色 ヲ 武 ノ コζ 西 居 在 疋『A王』 ア

ナ 三え ノ 呈 ii司 4ヒ Jレ シ シ ・" り ！黄

ク 上ツ石 ジ 附 方 流 定 プ 或 同 ;f, ク

回 山：’ 基 寿町 Qr 添市7紋 リ 南 ノ、 中 ノ、、、 議

結 及 中 粒 ヨ 水：t岩 南 東 極 石 タ． i圭
旧タ二 質 リ 一 露方 方 メ 英 」ノ止J.{ 三／

於結f 二 北 於 出 7 料l ノ、 現
プ 一 粍 シ 方 ケ ス 意： 稀 町 港 ）［犬
ノ、 露 内 7 戸 ノレ 流斜 奈｝ ナ 完＇＇：： 中古 情

球 出 外 塩 島 '1:: 紋 フ、 ,;<. Jレ ／ ；］、 ；~己. 

月犬 ス ノ 日日日 ノ ノ * 
，子A 噌 Jレ 司三 大 島 ヲ

｜ 或 ノレ 撒 ナ 東 鐘 11 日 ヲ ノ 音日 ノ 呈
J、 4:: 撹 ク 方 物破 附 見 丹 北 フ、

棉 ノ 石 柱 高 師 砕 近 ノレ ジ 方 ノレ

園 J、 及 蹴 地 戻 シ 竹 プ シ 弓三

月犬 会＼f 長 節 峠 ブ ノ、 聖子 流 ブ 瓦 ノ
（ 

ノ 長 石 姐！ 露 ノ 角 異 村 }Jl! 密－ リ ネ

石 石 瑳 議 出 ヰヒ 盤 珠 一，ー・＝・ 著 耽 プ J 、、寸‘、

英 ー三ーム」 n!¥11 達 ス 方 ＊＂＇~ ZιL:・ 日 シ 石 路' ' !. "• タ．

杏 武 ノ ス ノレ ilr ヲ ア 及 ク 基 出 !tョI 、 、、＿，
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ロ；；:1;北、 ’シ 時 岩・ 絡 J、 僅 蟻 一 玄

誇華 モ カ •r ナ 方合 ~t 走 シ’ 蹟 武
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多 慮 一 9 一 形 構 ノ 津 ノ タ ノ プ一
王王ヨ呈． 一 J、 ~！： 見 成 ヲ J、 ヲ 亦 ｝！〆 西 豊 ト
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a函~ t河＂； ア タ 下 時 其 リ ノ 事 直
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こ比 Jレ 一 ！主 ジ ナ 号妻 緯 d，、 第 リ プ
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一
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若 ノレ 以 ク リ サ 一 3子 基一
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四林瓦ミユ五西ササ東鉢成山川
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十中スタ走米ナ 0 一二成ミ脊道：
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束通チ主小サ裂米 fill リハノ i色町
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四僚ナ群ア落西ニ落ヲ中ノニ海
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七 ノ ジ 破 J中 潰 山 ’ピ ジ 焼 久

分 品 タ 損積 一 仕I Jレ プ 失 日
j宮 リ 主也 害d結 フピコ乙 街

五 一
ノ セ 弓三 ミ／ 八五



話中 Yレ ノ、 生 士ー ノレ P.~ J:j::i 石 ｛到 一 竹 過 ｛到
野 北 約 シ 居 ヰミ 野 m人U－ t百 潰司 m1~ 野 キ 潰
村 西 水 町 町 君日 キサ ノ ’ピ 在 村 フ、 ア

向 pノJ、噴 {qi 西 久 破 三／ シ リ、

一 ノ ノ 出 町 本 実 一 損 弓云 f亭 一一
於 モ 一 三／ ー十 阿I 路 主企 シ ノ 車 於 席、

プ ノ 轄 タ 奨新 町 プ タ 各 場， プ ノ、

J、 ，，、 佃l リ 町 町 ノ、 Jレ 一 附 J、 山

甲 悉 シ ト 一 等 国l司壬 戸 近 竹 間

山 ク 敏 :z;: 於 於 山 ノ ア rr~r ノ

部 北 基 フ プ シ プ
,,, ヲ リ J、 百E 卒、

落 東 J、 町 J、 プ J、 ノ 見 タ 佃l落 f也
ノ 方 右 端数

--1...... 

東 ~ リ 潰 ノ，、

南 一 一 戸 墜十 I寺＂三' ミノ セ 毛皮 ア

昔E 時 一 ア ノ 校九 卒 ノ ノレ 害 リ

ナ f:t"IJ 十 Jレ 住1] 々 戸 士也 、、、 モ 最 プ

ノレ セ 度 紳 潰 合 ノ ナ ノ 4:: 任：

回 リ 内 谷 家 一 ffl] Jレ ミ／ ナ 大 宅一
f也 外 制1犀 中東 市 力日 プ 三／ J、

盛 廻 語1: ア 佃j 家 陽 各 字 シ 山

土 轄 境 9 潰犀 戸 日 プ 麓

f也 セ 内 ジ ジ ア 佃l ノ 及 ｛到 ーー

yレ ノ ーー 見 リ 出ー 土 田 潰 ア

在1] 司E 石 過 = 王E プ 家 牽 久 及 リ

潰 ノ 野 キ 其 ffi ヲ 日 年 シ

家 ア 言泣 コに 名 匝 ア ナ ノ、 潰 2君
屋 ノレ J、 君日 匝： 域 リ セ 海 家 メ

ア 一 北 ｛，’L ι 死 J、 三〆 Jレ 屋 11 

ヲ 反 東 所 ジ 久 一 ？司言・ ノ J、 ｛到

一 ジ 一 附 タ一 美 ーLI: サ 平 竹 潰

分 之 !tii. 近 ヲ 演 ．？ 一 t也 野 僅一
B下 ヒ ーー 東 ノ L〆 米 － ー }II 一
被 直 シ ノ、 昔日 西 内 ア ノ 一
害 角 ごE 裂 ナ 部 外 リ 東 戸

ア ナ ノ 部主 Jレ ナ ノ プ 百日



｛同 車；重 錨 一一 ア 示 ノ ジ ナ シ ア 湊 ヲ

停 庫 ナ 道 一 リ 都 結 * 
ノレ プ リ 村浦2一

事 ノ リ ノ 棟 プ 府 呆 及 ｛主 裂 沙 明ケ

場 一 .y 4皮 ア ~ 二 竹 暗 砂 濃協明 一 附
d，、 音E ヰ三 害 リ 潰 野 黒 ノ 谷 生 上 於 近

予皮 行皮 主f タ 建 郡 色 噴 J JI さ／ ノ プ ノ

害 損 時2 ll.J リ 物 網 ヲ 出 河 内 湊 J、耕

ナ シ 間 陰
_J_.. 

野 呈 セ 口 海 宮 西 地／、、
ク 機 ヲ 紛4 ヱZ 中東 町 ミ／ ノレ 耕 ーー － ー 部 一
城 開 出 d，、 フ 宇 タ 地 面 於 ノ J、

崎 事 プ 主也 潰 一 リ ::t ノ ス プ 大裂

停 一 ス 震 九 於 ト ロ Jレ J、 向憐一
事 輔 シ 一 プ z 多 ・I:又ぇ2 砂被 河生
場 目先 ブ i際 J、 ミ／ セ 崖 害 内 ミ／フ--・ 
J、 線 開 シ 十束 海 主也 ミ／ J、 相等水

特 シ 通 落 ア 岸 震 ::t 崩 大 一 及
メiユう、 機、 セ 石 リ ノ 一 壊 一 被 砂
f坑 関 枕 二Lt 砂 際 ＿，、 ジ シ 害 噴

f至1] 草 ！思 オ三 他 f也 シ 既 テ プ 少 社i

潰 用 日l ノ 掻 及 湊述 松 一 ナ セ一
シ 7］℃ f~三rず 移 至H宝d~ 埋 r品A「． -e 樹 戸 ク

プ 干官 事 動 村 立 大 Jレ ノ 倒 山

死 J、 そ~日,, ｛亭 木 地 向 カ 海 j貴 間

者 西 ノ、 車 津 ナ 間 女日 中 シ ノ

ヲ 方 待 ±JJ; 村 ノレ ノ ク ;x 山

出
，、、 メE、l ノ 』自 浅 海 附 特 リ 内

シ 室 6皮 津 茂 11庚 近覆 沙 一
歩 一 佃j 壊 村一 }JI ノ ノ セ ！潤 倒、
辰2 潰匂 等 等 車問 海 耕 ミ／ 中 潰

ノ 移 シ 野 水 t也 ごを セ、
屋 動 ；棟 ヲ 竿 J、 ノ J、 ノレ

手艮 -t 克 リ 潰 演 海 ... ・、 ア 九ーケー モ

J、 リ コ.. ~王ヒ~ 一 建 底 裂 リ 一 ノ
西 ‘可F’ケ戸． 4麓 mrp 物 被 震 協 葛 平 一
方 武 閥 弓三 各 害 主完 生 野 fi 戸



盛 y,; 繁 崎 プ 居 β－， 、 ナ 東 ジ 之

土 フ 華 第 山 次 リ 方 プ ヲ 大

セ 現 ナ 至 一 轡 ノ 東 ノ、 津 要 傾--
ジ 時 リ v 来日 附 i也 方十 居 ス 斜｜

ト 残 シ －＇・、 層 近 震 十粁 山 ノレ ヲ

『ー 在畠 地 ？易 互主 ナ ノ 第
_L・ ノ i脅 一 ナノ、

ロ セ 匿 島 ，」惨、 ノレ 震－ ---L 粁紳 ヲ .A 寸 セ

一 ノレ .＞、 111 堅 す3 穂、 ノ、
ノ 野 中 次 リ

建 城 y一巳、一 キ 女日 地
コ→E当一週-コ 網村 』心 ノ 竹

設 i府 ク ？官 地 シ ノ、 野西 地 里子
「

而 機セ オミ 佃j フ 盤 地
町方 シ 震 停｜

フ プ 潰 '* 上 ミノ 械 J、 テ 被 車

1ノ
ノレ シ 積 一 プ ノ 震 J、 七 園 害 場
」

シh，、 極 山 層 ア 是甑 ト 特粁 山 匿 被
ノレ 梁麓 J、 Jv 等 測 地 一

ノ 111 域 害
司王 寺 一 西 家 被 及 被竹 ーー ，、 ナ

ノ 温 近 部 屋 害 津
主尽庁主
害 野 沿 其 シ

ナ 泉 キ 一 ノ ノ 居ー ア 村 ヒ ーi主
リ 寺 南 於 倒 甚 山 ノ プ 質

、

城 等北 プ 潰 大 田
B自

タ ミノ J、 ノ

崎 J、 雨 モ セ ナ 結 リ プ 遠 激

以 流 ffi!J 向 Jレ リ 気 係 其 ク 甚

南 紋 ノ 一 =t: ミJ Jt 以十 ナ

闇 -JtミzI 家 ー十 ノ 部 等 外六 9 

山 ノ 屋 米 少 落 ノ 一 粁 色〆

}II 切 ノ、 fJ. ナ ノ、 干変 J、 ノ 一
取 多 J: シ〆 何 害 破豊 拘

沿 地 ク ノ 更 v 甚 壊 岡 フ

フ EX 佃］ 厚 一 弓壬 大 作以 ス

音E ノ、 潰 サ 之 ナ 用 南 極

落其 セ ヲ ヲ 積 JI〆 及 ーー メ

所 サ 有遠 地 一 J、 及 プ

何 一一 リ 三／ 1J 一 徴 サ ヒ 1実
レ 浅 ジ 最 リ ア シ リ ジ

=t: ク ト 司王 城 リ 津 三J 司壬 ーー



動 想、 ナ 地 害 走 上 近線 津 同ふ3毛 佃！ ジ 山
フ ノレ 及 ア Jレ fi5j 接 上 居 J、 潰ー J、 麓

基 一
J、、 久 リ 断 一 ジ 一 山 £ぞ三到2立・ 国 一

因 今 ミノ 美 ジ 層 1犬 プ ア 骨目 手主 屋 山 ア
三／ 今t 讃 ノ、 上 態 宮本

ケ
リ 戸 t也 虫自 Jll リ

其 ノ 町 港 一 一 成 プ 一 集 1官 プ
影 地 ノ ノ ア ア H三吾Uー， 被 島 5塁 ジ J手ir 
響 震 西 東 リ ノレ 山 害 今 大 奮 地 積
J、 J、 音E 昔日 ジ f田 々 最 詰E ナ 市 方 層
四 律 ヲ 上 上 司云 J、 リ 1tr ナ 薄
方 居 ｛到 北 因 幾 甚 十持 ミ／ f也 り ク

山 潰 東 Jレ 原 多 タ 1、を旦と ｛担l
被 活苦 家 南 司王 ノ ノ ジ 和i

E一－' 
ノ、 さ／ 潰

及 附 屋 西 ノ 部 裂 ク 上 フ 家 玉世i己勾、 家

セ 近 ノ ーー ナ 落悌： 田 ，、、 屋 岡 屋
ジ 偏 走 Jレ 一 生結 嘗 ジ ノ 町極、
ごE 於 集 ノレ ，、、 比 三／ 北 ') 夏 在Jj 一 メ
同 テ セ 断 ジ シ 3? 部 前 一 潰 )j~ プ
殊 奮 ミ／ 暦 更 プ ') ノ 一 被 セ プ 稀一、
｛長 棺j; J、 ノ 一 大 山 海 者 害 ノレ J、 ナ

件 J宣 ‘l合 影 叉 ナ 間 岸 ノ v』てv工 最 ') 

ヲ 志良 司王 響 久 リ ノ 被 地 ノ 近 玄
具 一 ー~ 一 美 ジ 卒 J、 害 質 塑川iトI ノ 武
備 ？骨 暫t ヨ 損 J、 主出 数 大 構 在 盛 ii可
ヌ、 フ 暦 ノレ 跨 雪／！く 一 箇 ナ 1ぜ旦』 コぇ 土 以
Jレ プ 上 モ 沿 音E ア 昆 リ ノレ f血 由‘、
国 号主 一 ノ 岸 落 Jレ ノ 田 ノ 一 タ 一
山 生 p函u,. ーー 1J 飯 崖 結 B司 j邑 Jレ 於
Jll ジ ヲ ジ Jt 北 谷 m‘よz~ 集係 キ f亭 プ 匹4

流 タ ジ ア 較 々 ノ Lノ 上じ ヲ ス 事 被
域 J！〆 一 葛 的 東 被 生 亦 観 Wi 場 害
ヲ 主也 因 里子 多 南 害 ジ 一 療 うノ 前 ノ

！徐 盤 ノレ ノ 数 々 ヲ3 且 ノ ;7-. 京日 通 大
キ ノ モ 陥 ノ 西 f也 之 十1W Jレ ク リ ヲ」

其 重量 ノ 、夜被 力三 1、2巴"" 地 リ
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米 市 内 間 同
ノ ノ 山 山 安 タ 大

LIJ 京東下市 氏 リ iE 
山 部石 J、 及 本十 市
北 一 山旭 岡 調三

音E ＿，，、 附 JII 一 山 査年 ま畠
一 高 近 ノ

、
市 岡 下

J、 サ 及下 谷営 山

高百円 流 地 田 リ 園

サ
--'--- 田 一 氏 同幅 調F、

百十屋殺
形

ノ 山 f也
二九敷 達 1~1 市質 査
十米 ーー ス 助術調 報
八 ノ 於ノレ ヲ 生査
米操 プ 得試 ノ 文
ノ 山 ，、 積 シ 験際
宇北七平 J、 所約 フE
回 東米地 深長 七 農
山 ヨ 乃上 語tmr 日 商
ア リ 至 ス 田 間 務
リ 南十位 JI〆 lffl 岡 技
す 西三 ミJ 所一 山 手
北 一 米概 ナ 郎市

方走 ノ ジ リ 氏附 赤
ノ 丘 プ 同近、
山 北 阜地 山 ノ

地西 ア 芳5 製地

七

、ーー 部 リ 卒 紙下 木
連 一 1日 株＊

ナ ノ、 ナ 式 一
ノレ 高 レ 曾思t
ーす 出－ キ

八 ニε 野調 健
市 ｜！｜奇査

内 ￥ ーι． ジ



通 沖 西部地斑五念 Jレ 岡

ト 積 内 原、 ヲ 岩糎斜第 山

ジ居 山山 構最 ノ ス 一 市
多 J、 下東成 ごε 図

、国
第） 四

少 前 石部 ジ 多磯三粘近

キ占 迅 －~ 山一 操砂ク 或紀板 ＿，・、 一
一

土 ノ
、
附山 機叉 J、 盤岩主

、

質 女日 近北及 砂梢岩 ..＞、

ノ ク J中 二部粘岩稜 J、黒 ミ／ 地
司王 砂 積： 小宇土陸角粘色 プ

ノ 百業
）膏
露 田 ヨ 克u玉, ア 板堅上 質

ア 及 出 山 リ キ占 ノレ 岩硬 音E
リ 粒 ア ノ 成板岩若 一 古
プ 土 リ 南 Jレ 岩礁ク シ生

里 層 麓花等 ノ J、 プ 代

ヨコヱ店き主 ヨ 等 崩 ヲ 砂花往粘

母 リ ーー 岩雑 粒 同 々 主反
ヲ 成 現 J、 フ 一 岩砂岩
~ 白 ノレ 出 中 JヰI プ ヲ 質 第
、、、 砂 コζ 粒和！摩被 ヲ 一一
在員 J、 Jレ 乃 層 着覆帯悲日
＿，・、 石 ノ 至 J、 セ ミ／ ヒ 盤

王 英 外 粗旭 フ プ 宇岩

一 粒 i珂 粒川 v 目各 田 及

一 山 ノ 流 タ * LU i中糎 る／ 牒 閃域 Jレ 卒 ノ 積

乃 テ 層悪 ~ 泣 司王 ）吾北 層

至 大 第 ←イ手・-t‘ ノ ヲ 部詑

五 サ
..-1... 

1品 同 ナ ナ ヲ／、 一 i¥ 

糎 一 高岩 山 リる〆 イWf. 花
ノ 粍 等 ーー 市機ー 成 同

国 内 皐扇 四 一 糎 シ岩
｛諜 外 校 シ 近 ノ、 乃 北 ヨ

或 ヲ ノ 北 ノ 石 主 方 リ

..＞、 普 南 西平 英 1- 成





層 v シ

ジ（ロ） ア（イ）

来占 司王 キ占

土 手占 第 土 粘（ノ、）（ロ）（イ）

層 土 一 層 土一
J、 及 園 及 居 砂 キ占 キ占

厚 砂（2）砂 －＇・、 及 土 土

サ 層（4）質 岡 軽量 及 居

一 ノ、 (7）粘 山 層 砂 ノ
米 拒I ノ 土 市 ノ 層 喜妥
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IMPERIAL GEOLOGICAL SURVEY OF JAPAN 

REPORT No. 93 

Report on the Earthquake in the Prefectures of 

Kyoto and Hyogo 

By 

TsuToMu 0GURA, Ge。logist 

Aも11.10a.rn. on May 231・d,H1:25, 礼 片8＼＇ザぞree乱1盲も1111ualζe occur 

wher、ethe famous Kinosal王i対｝）叫 andthe prospe1司OU邑もownof Toyo 

－ 

－ 

oka were located. The number of houses shaken down and burnt 

an1ounもedto 3418, of which 643 were de臼もroyedby the shocks and 

1715 by 白re. More than 360 persり日5were killerl, 'While those 

injured are rc~po山d as abuut 500. A tho山 andhouses in Toyo-

oka and 548 in Kinosaki were reduむedto ashes by the c:onfiagra-

tions that followed the earもhquake. Fissure邑anddepressions in 

the alluvial plain and also on the hills，乱ndmany land-slide:;; 

along the sea-coast and r甘 ei・bankswere observed. The villages 

of Tai, Kei, 'l'sui ¥'ama and Kinり制kiaround the 'l'suiyama Bay 

were severely shaken vertically a邑 wellas horizontally. 

The di邑trictcon時istsof the seclimentaries of the Tertiary, 

Diluvium and Alluvium, accompanied by granite, liparite, andesite 

and basalt. The Tertiary iメ composedoi・conglomerate,shale, 

sandstone and tuffln・eccia,and occupies the greater part of the 

district. Diluvium is found sparingly in the southwestern part, 
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while Alluvium is developed along the river banks and the sea-

shore. BiotitE←granite crops oat in the southe品目ternparも； the 

liparite forms dykes，臼owsand sheets in the Tertiary area, and 

the andesite, mostly agglomer叫ic,is exposed in patches. Bai雪alt-

fiows on七he'rertiary and liparite, which form the fiat highland, 

are dissected in七oseparate masses byもhew叫ersof the Maruyama岨

gawa. 'l'he principal faults (or tectonic lines) as conjectured 

from the geology and topography of the region may be enume-

rated as follows ：もheKumihama-Toyo-oka faulもrunningNE-s・w, 

three faults of NNE direction on the Maruyama-gawa, and faults 

running almosもeast-wesもalongthe norもhernsea-coast, which 

itself makes clistincもscarpsseveral kilometres long. 

Of the land disasもerscaused byもheear廿iquake,a group of 

parallel fissurelets formed onもhesummits of Do-yama and 

Hachiganaru-yama is remarkable, and together constitutes what is 

called the “'l'ai Fuult." The fissures, which run discontinuously 
from NE to SW passing through the ridge, are confined to a 

lirmもedarea about 1500 m. long and 400 m. wide. Each fissurelet 

is from 20 to 200 m. in len吋h0.03-1.00 m. in wid出叫thesurface 
0 ' 

and 0.3-1.5 m. in depth. In plaじesthe lower sides of the fissures 

drop 0.06-1.0 m. perpendicularly, and occasionally graben-like 

depressions are found. A NNW-SSE fis:rnre discovmed in the 

Kongadani valley, west of Tsuiyama, is only 80 m. long, l川七 the

vertical displacement of its easもernside is 4-5 m., andοf the small 

fissures running parallel or irregularly toもhemain fissure, the 

lower sides drop about 1 rn. 

Aももhetime ofもheearthquake rice-fields some 30 acres in 

extent near Kazurano on the Kumihama Bay are saidもohave 
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subsided 2-7 m. beneaもhthe sea; but noもidal-waves,upheaval 

or subsidence ofもhesea-shore, were observed. 

The most severely shaken district was the locality at the 

mou出 ofthe Maruyama-gawa, as proved by the recorded facts of 

damages and land disasters. , Accordingly the seismic centre 

seems to have been near the mouもhofもheTsuiyama Bay or 

farther north beneath the sea-hoももomoutside of the Bay. How-

€Ver, certain places far from the epicentrum have also been found 

to have su町eredsevere damage, which may be attributed to the 

weakness of old faults (or tectonic line日）existing nearby. 

The Ground-Water Supply in the City of Okayama 

By 

Tsuyosm AKAGI, Geologist. 
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